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１　出 火 件 数

ます。一人ひとりが火の取り扱いに注意し、火災予防に努めましょう。

るものです。林野火災は森林資源を焼失するだけでなく、人命も失う可能性があり

　また、全国的に大規模な林野火災が発生しています。原因の多くが人的要因によ

め、各事業所、各ご家庭においても放火対策を心掛けて下さい。

　また、放火及び放火の疑いは０件でしたが、毎年全国の出火原因の上位であるた

４　出 火 原 因

　出火原因として主なものは、電気機器・配線４件が最も多く、次いでたき火・

ごみ焼却が３件、たばこが２件でした。

損害額は１，３７０千円となりました。

　その他の火災は９件で、前年より１件減少し、損害は３，１４６千円でした。

額となりました。

３　死 傷 者

　損害額の合計をみると、３７，９３７千円で前年より４０，４９２千円の減

比べ、１人減少しました。

った年は平成４年の２６件となっています。

２　焼 損 程 度

令 和 ６ 年 中 の 火 災 概 要

　令和６年中の火災は、前年に比べ１４件減少し、２３件となりました。火災種別

ごとにみると、建物火災９件、林野火災０件、車両火災５件、その他の火災９件で

した。これは広域消防発足後、最少の火災件数となります。２番目に火災が少なか

　火災による死者は０人で前年と比べ、１人減少しました。負傷者は１人で前年と

　建物火災による焼損棟数は１７棟、焼損床面積８９５平方メートル、り災世帯９

世帯、り災人員１９人、損害額は３３，４２１千円で、火災による損害額の全体の

約８８パーセントを占ました。前年と比較すると焼損床面積は、１，９５５平方メ

ートル減少し、損害額も３５，２６７千円の減額となりました。

　林野火災は０件でした。

　車両火災は５件あり、うち２件は上信越自動車道で発生しました。５台が焼損し、
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